
順位

H17

H17

0.5

H17

0.2

H17

73,461

23,981 0.7

58,67649,128

0.3

0.6

67,147

103,737 73,618

20,101

6,613 0.5

0.4

0.3

226,799

34.0 35.0

87.0

219,000

4,8320.5

◆総合計画における位置付け等

74.0

指標５
（単位：　）

32.0

202,000

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

194,664 201,396

指標３
（単位：％）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：人）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

人件費 29,785 30,590

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

実績値

相模川自然の村の稼働率

たてしな自然の村の稼働率

平成20年度（決算）

温泉施設の利用者数

環境経済局

観光振興課

１　施策の目的

甘利俊治課長名

第５章　輝き魅力あるまちづくりを進めます

余暇利用施設の充実

年度

　津久井郡４町との合併に伴い、旧相模原市の都市固有の景観やにぎわいなどを楽しむ「都市型観光」に加え、津久井地域の自然、歴史・
文化、観光・レクリエーションなどの多様な地域資源を生かした新たな観光交流を創出することで、交流人口の拡大による地域の活性化を
促し、魅力的な都市の形成を目指します。
　基本理念　　「まち・自然・文化が奏でる観光交流都市　さがみはら」　～おもてなしの心あふれ、個性がひかる地域づくり～
　基本方針　１　都市の魅力と豊かな自然資源を生かした観光振興
　　　　　　　　２　おもてなしの心あふれる人と組織づくり
　　　　　　　　３　観光情報の充実

平成19年度（決算） 増減の主な理由

２　施策の概要
　自然の中で「ゆっくり」とした時間を過ごせる施設として安全で快適な施設整備（管理）を進め、観光ホスピタリティ（人々を暖かく迎え入
れ、もてなす心）の向上を図ることにより、手軽で魅力あるヘルスツーリズム（心身ともに癒され、健康を回復・増進・保持しようとする旅行形
態）を提供している。

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

276 284

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

51,271 54,000

目標値 実績値実績値 目標値

46,742 49,59954,000 54,00054,000

目標値 目標値

32.1 31.9

85.1 85.0 86.086.5

219,000 221,000

指標１
（単位：人 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：％）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

78.0

0.4

33.0 33.5

225,500223,500

総事業費・人員
（単位：千円・人）

キャンプ場の利用者数

基準値

当該年度の利用室数／利用可能室数×100

当該年度のキャビンの利用部屋数／キャビン使用可能部
屋数×100

公営施設の当該年度利用者数

過去最高利用者（利用者協力金制度導入
後）数（H16=52,607人）＋（相模湖ふるさとの
森キャンプ場のＨ16実績1,474人）

1ポイントの増加

0.5ポイントの増加

指標名

35220

対前年1パーセントの増加

当該年度利用者数

第２節　観光の振興と余暇対策の推進

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

1

4

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

2

3

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標 躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

課題
余暇利用施設については、平日の利用状況が休日と比較すると低く、今後の利用促進のためリピーター等の
定着が必要である。

解決策
平日の利用促進のため、次回訪れやすいように、地域の情報を発信・提供するとともに、地域のホスピタリティ
の向上や質の高いサービスの提供を通じて、新規客の増加やリピーターの定着を図る。

○この施策の満足度は3.218で全119施策の中で54番目。
○重要度は3.426で109番目である。
○改善要望度は-0.318で107番目である。

Ｈ20評価点

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

A

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）

評価点

２次評価

9
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

A

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計

１次評価

Ａ

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

余暇利用施設の充実

20代

30代

40代 50代

60代

70歳以上

北部

西部

南部

津久井
５年未満

５年～１０年未満

１０年～２０年未満

２０年以上

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△
居住年数別 Ｈ21+

施策 3.218 54位 3.426 109位
２０代 3.366 18位 3.509 99位
３０代 3.304 27位 3.488 97位
４０代 3.027 85位 3.403 103位
５０代 3.288 25位 3.451 105位
６０代 3.189 82位 3.350 113位
７０歳以上 3.224 92位 3.418 113位
北部 3.234 55位 3.395 112位
西部 3.321 44位 3.484 101位
南部 3.111 79位 3.336 109位
津久井 3.319 24位 3.627 86位
５年未満 3.576 8位 3.630 91位
５年～１０年未満 3.258 36位 3.474 97位
１０年～２０年未満 3.242 32位 3.476 94位
２０年以上 3.160 74位 3.371 112位

満足度 重要度
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